
（専門的事項）
① 禁忌
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質ならびにペニシリン系抗生物質に対する
過敏症を有する犬には投与しないこと。
② 対象動物の使用制限等
・ 腎機能に高度な障害がある場合には本剤の体内残留時間が長くなる可能性が
あるので、慎重に投与すること。
③ 副作用
・ 本剤の投与により、一過性の嘔吐、食欲不振がみられることがある。
④ その他の注意
・ 尿糖検査では偽陽性を呈する事があるので注意すること。

薬理学的情報等
（薬効薬理）
セファレキシンは、細菌の細胞壁合成を阻害して殺菌作用を示し、ブドウ球菌に対
して優れた抗菌活性を示す。

製品情報お問い合わせ先
共立製薬株式会社　学術
〒102-0073　東京都千代田区九段北一丁目11番5号
TEL：03-3264-7556

包装
100 錠ボトル
　獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、
障害若しくは死亡の発生又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発生に関
する事項を知った場合において、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するため
必要があると認めるときは、上記【製品情報お問い合わせ先】に連絡するとともに、
農林水産省動物医薬品検査所（https://www.maff.go.jp/nval/iyakutou/
fukusayo/sousa/index.html）にも報告をお願いします。

S-CCLT01-2404Ⓡ登録商標

（専門的事項）
① 禁忌
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質ならびにペニシリン系抗生物質に対する
過敏症を有する犬には投与しないこと。
② 対象動物の使用制限等
・ 腎機能に高度な障害がある場合には本剤の体内残留時間が長くなる可能性が
あるので、慎重に投与すること。
③ 副作用
・ 本剤の投与により、一過性の嘔吐、食欲不振がみられることがある。
④ その他の注意
・ 尿糖検査では偽陽性を呈する事があるので注意すること。

薬理学的情報等
（薬効薬理）
セファレキシンは、細菌の細胞壁合成を阻害して殺菌作用を示し、ブドウ球菌に対
して優れた抗菌活性を示す。

製品情報お問い合わせ先
共立製薬株式会社　学術
〒102-0073　東京都千代田区九段北一丁目11番5号
TEL：03-3264-7556

包装
100 錠ボトル
　獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、
障害若しくは死亡の発生又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発生に関
する事項を知った場合において、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するため
必要があると認めるときは、上記【製品情報お問い合わせ先】に連絡するとともに、
農林水産省動物医薬品検査所（https://www.maff.go.jp/nval/iyakutou/
fukusayo/sousa/index.html）にも報告をお願いします。
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本質の説明又は製造方法
本剤は、セフェム系抗生物質セファレキシンを有効成分とする動物用医薬品です。
セファレキシンは、ブドウ球菌に対して優れた抗菌活性を持ちます。
また、本剤は片面に1/2割線のある橙色の円形錠剤で、嗜好性の高い素材を配合して
おり、犬に容易に投与することができます。

成分及び分量
本品1錠（850mg）中

有効成分 含量
セファレキシン 600mg（力価）

その他、本剤は、魚由来ペプチド（タンパク加水分解物）及び酵母エキスを含む。

効能又は効果
犬： 有効菌種　本剤感受性のブドウ球菌
適 応 症　細菌性皮膚感染症

用法及び用量
1回体重1kgあたりセファレキシンとして15mg（力価）（体重20kgあたり1/2錠）を
1日2回7日間経口投与する。ただし、2回の投与間隔を最低10時間とする。

使用上の注意
（基本的事項）
１．守らなければならないこと
（一般的注意）
・ 本剤は要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・指示により使用すること。
・ 本剤は効能・効果において定められた適応症の治療にのみ使用すること。
・ 本剤は定められた用法・用量を厳守すること。なお、用法・用量に定められた期
間以内の投与であってもそれを反復する投与は避けること。
・ 本剤の使用に当たっては、治療上必要な最小限の期間の投与に止めること。
（使用者に対する注意）
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対する過敏症を有する人は本剤を取り
扱わないこと。
（取扱い及び廃棄のための注意）
・ 本剤は、開封後3ヵ月を過ぎたものは使用しないこと。
・ 小児の手の届かないところに保管すること。
・ 本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
・ 使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従い処分すること。
・ 本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないように注意し、地方公共団体条
例等に従い処分すること。
２．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
・ 本剤を取り扱った際、皮膚の発赤などの過敏症の症状が現れたときは、医師の
診察を受けること。
・ 誤って薬剤を飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けること。
（犬に関する注意）
・ 副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けること。

動物用医薬品

指定

犬用セフェム系抗生物質製剤
要指示医薬品　指定医薬品

貯法 室温保存、気密容器
承認指令書番号 24動薬第3448号
販売開始 2013年2月
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本質の説明又は製造方法
本剤は、セフェム系抗生物質セファレキシンを有効成分とする動物用医薬品です。
セファレキシンは、ブドウ球菌に対して優れた抗菌活性を持ちます。
また、本剤は片面に1/2割線のある橙色の円形錠剤で、嗜好性の高い素材を配合して
おり、犬に容易に投与することができます。

成分及び分量
本品1錠（850mg）中

有効成分 含量
セファレキシン 600mg（力価）

その他、本剤は、魚由来ペプチド（タンパク加水分解物）及び酵母エキスを含む。

効能又は効果
犬： 有効菌種　本剤感受性のブドウ球菌
適 応 症　細菌性皮膚感染症

用法及び用量
1回体重1kgあたりセファレキシンとして15mg（力価）（体重20kgあたり1/2錠）を
1日2回7日間経口投与する。ただし、2回の投与間隔を最低10時間とする。

使用上の注意
（基本的事項）
１．守らなければならないこと
（一般的注意）
・ 本剤は要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・指示により使用すること。
・ 本剤は効能・効果において定められた適応症の治療にのみ使用すること。
・ 本剤は定められた用法・用量を厳守すること。なお、用法・用量に定められた期
間以内の投与であってもそれを反復する投与は避けること。
・ 本剤の使用に当たっては、治療上必要な最小限の期間の投与に止めること。
（使用者に対する注意）
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対する過敏症を有する人は本剤を取り
扱わないこと。
（取扱い及び廃棄のための注意）
・ 本剤は、開封後3ヵ月を過ぎたものは使用しないこと。
・ 小児の手の届かないところに保管すること。
・ 本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
・ 使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従い処分すること。
・ 本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないように注意し、地方公共団体条
例等に従い処分すること。
２．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
・ 本剤を取り扱った際、皮膚の発赤などの過敏症の症状が現れたときは、医師の
診察を受けること。
・ 誤って薬剤を飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けること。
（犬に関する注意）
・ 副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けること。

動物用医薬品

指定

犬用セフェム系抗生物質製剤
要指示医薬品　指定医薬品

貯法 室温保存、気密容器
承認指令書番号 24動薬第3448号
販売開始 2013年2月
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（専門的事項）
① 禁忌
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質ならびにペニシリン系抗生物質に対する
過敏症を有する犬には投与しないこと。
② 対象動物の使用制限等
・ 腎機能に高度な障害がある場合には本剤の体内残留時間が長くなる可能性が
あるので、慎重に投与すること。
③ 副作用
・ 本剤の投与により、一過性の嘔吐、食欲不振がみられることがある。
④ その他の注意
・ 尿糖検査では偽陽性を呈する事があるので注意すること。

薬理学的情報等
（薬効薬理）
セファレキシンは、細菌の細胞壁合成を阻害して殺菌作用を示し、ブドウ球菌に対
して優れた抗菌活性を示す。

製品情報お問い合わせ先
共立製薬株式会社　学術
〒102-0073　東京都千代田区九段北一丁目11番5号
TEL：03-3264-7556

包装
100 錠ボトル
　獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、
障害若しくは死亡の発生又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発生に関
する事項を知った場合において、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するため
必要があると認めるときは、上記【製品情報お問い合わせ先】に連絡するとともに、
農林水産省動物医薬品検査所（https://www.maff.go.jp/nval/iyakutou/
fukusayo/sousa/index.html）にも報告をお願いします。
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（専門的事項）
① 禁忌
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質ならびにペニシリン系抗生物質に対する
過敏症を有する犬には投与しないこと。
② 対象動物の使用制限等
・ 腎機能に高度な障害がある場合には本剤の体内残留時間が長くなる可能性が
あるので、慎重に投与すること。
③ 副作用
・ 本剤の投与により、一過性の嘔吐、食欲不振がみられることがある。
④ その他の注意
・ 尿糖検査では偽陽性を呈する事があるので注意すること。

薬理学的情報等
（薬効薬理）
セファレキシンは、細菌の細胞壁合成を阻害して殺菌作用を示し、ブドウ球菌に対
して優れた抗菌活性を示す。

製品情報お問い合わせ先
共立製薬株式会社　学術
〒102-0073　東京都千代田区九段北一丁目11番5号
TEL：03-3264-7556

包装
100 錠ボトル
　獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、
障害若しくは死亡の発生又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発生に関
する事項を知った場合において、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するため
必要があると認めるときは、上記【製品情報お問い合わせ先】に連絡するとともに、
農林水産省動物医薬品検査所（https://www.maff.go.jp/nval/iyakutou/
fukusayo/sousa/index.html）にも報告をお願いします。
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本質の説明又は製造方法
本剤は、セフェム系抗生物質セファレキシンを有効成分とする動物用医薬品です。
セファレキシンは、ブドウ球菌に対して優れた抗菌活性を持ちます。
また、本剤は片面に1/2割線のある橙色の円形錠剤で、嗜好性の高い素材を配合して
おり、犬に容易に投与することができます。

成分及び分量
本品1錠（850mg）中

有効成分 含量
セファレキシン 600mg（力価）

その他、本剤は、魚由来ペプチド（タンパク加水分解物）及び酵母エキスを含む。

効能又は効果
犬： 有効菌種　本剤感受性のブドウ球菌
適 応 症　細菌性皮膚感染症

用法及び用量
1回体重1kgあたりセファレキシンとして15mg（力価）（体重20kgあたり1/2錠）を
1日2回7日間経口投与する。ただし、2回の投与間隔を最低10時間とする。

使用上の注意
（基本的事項）
１．守らなければならないこと
（一般的注意）
・ 本剤は要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・指示により使用すること。
・ 本剤は効能・効果において定められた適応症の治療にのみ使用すること。
・ 本剤は定められた用法・用量を厳守すること。なお、用法・用量に定められた期
間以内の投与であってもそれを反復する投与は避けること。
・ 本剤の使用に当たっては、治療上必要な最小限の期間の投与に止めること。
（使用者に対する注意）
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対する過敏症を有する人は本剤を取り
扱わないこと。
（取扱い及び廃棄のための注意）
・ 本剤は、開封後3ヵ月を過ぎたものは使用しないこと。
・ 小児の手の届かないところに保管すること。
・ 本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
・ 使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従い処分すること。
・ 本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないように注意し、地方公共団体条
例等に従い処分すること。
２．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
・ 本剤を取り扱った際、皮膚の発赤などの過敏症の症状が現れたときは、医師の
診察を受けること。
・ 誤って薬剤を飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けること。
（犬に関する注意）
・ 副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けること。

動物用医薬品

指定

犬用セフェム系抗生物質製剤
要指示医薬品　指定医薬品

貯法 室温保存、気密容器
承認指令書番号 24動薬第3448号
販売開始 2013年2月

2024年4月改訂（第5版）

本質の説明又は製造方法
本剤は、セフェム系抗生物質セファレキシンを有効成分とする動物用医薬品です。
セファレキシンは、ブドウ球菌に対して優れた抗菌活性を持ちます。
また、本剤は片面に1/2割線のある橙色の円形錠剤で、嗜好性の高い素材を配合して
おり、犬に容易に投与することができます。

成分及び分量
本品1錠（850mg）中

有効成分 含量
セファレキシン 600mg（力価）

その他、本剤は、魚由来ペプチド（タンパク加水分解物）及び酵母エキスを含む。

効能又は効果
犬： 有効菌種　本剤感受性のブドウ球菌
適 応 症　細菌性皮膚感染症

用法及び用量
1回体重1kgあたりセファレキシンとして15mg（力価）（体重20kgあたり1/2錠）を
1日2回7日間経口投与する。ただし、2回の投与間隔を最低10時間とする。

使用上の注意
（基本的事項）
１．守らなければならないこと
（一般的注意）
・ 本剤は要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・指示により使用すること。
・ 本剤は効能・効果において定められた適応症の治療にのみ使用すること。
・ 本剤は定められた用法・用量を厳守すること。なお、用法・用量に定められた期
間以内の投与であってもそれを反復する投与は避けること。
・ 本剤の使用に当たっては、治療上必要な最小限の期間の投与に止めること。
（使用者に対する注意）
・ 本剤の成分又はセフェム系抗生物質に対する過敏症を有する人は本剤を取り
扱わないこと。
（取扱い及び廃棄のための注意）
・ 本剤は、開封後3ヵ月を過ぎたものは使用しないこと。
・ 小児の手の届かないところに保管すること。
・ 本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
・ 使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従い処分すること。
・ 本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないように注意し、地方公共団体条
例等に従い処分すること。
２．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
・ 本剤を取り扱った際、皮膚の発赤などの過敏症の症状が現れたときは、医師の
診察を受けること。
・ 誤って薬剤を飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けること。
（犬に関する注意）
・ 副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けること。

動物用医薬品

指定

犬用セフェム系抗生物質製剤
要指示医薬品　指定医薬品

貯法 室温保存、気密容器
承認指令書番号 24動薬第3448号
販売開始 2013年2月

裏 天
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